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評価項目 視点 平成 28 年度の調査結果概要 

粒径の変化

状況 

60％粒径の

変化状況 

・60％粒径の横断平均を見ると、大きなトレンドとして、ダム上流部（「⑧佐瀬野」、「⑨与奈久」、「⑫JR 球磨川第一橋梁下流」）の粗粒化(H27.1→H28.1～2)と細粒化(H28.1

～2→H29.1)がある。 

・「③下代瀬」は、陸域が掘削工事で表面の大きな土砂が除かれたことが原因で細粒化したと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60％代表粒径の分布状況 

②横石 13k000 
⑦ダム直上流 19k980 

⑩荒瀬ダム百済木川流入部 0k000

⑪百済木川 0k200 

⑬JR 球磨川第一橋梁上流 24k410

⑭荒瀬ダム本川流入部（西鎌瀬）25k160

⑫JR 球磨川第一橋梁下流 24k160 

⑨与奈久 22k290 

③下代瀬 15k600 

④坂本橋 17k400 

⑤大門 19k000 

⑥道の駅坂本 19k200 

⑧佐瀬野 20k410 

①遙拝堰 9k200 

⑮瀬戸石ダム下流 27k660 

⑦’ダム直上流②20k080 

⑧’佐瀬野②20k530 

【凡例】 

：H28 年度の仮設、掘削による変化を受けた点

：H27～28 年度に大きく変化した地点

：H28 年度(H29.1)に過去の変動域を大きく超えた点

：第２次水位低下前の変動幅

測定時水位, 17.90 

測定時水位, 18.49 
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測量時水位, 20.84 
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測定時水位, 22.42 
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⑫JR球磨川第一橋梁下流 

⑨与奈久 

⑧佐瀬野 
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